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ご 利 用 に あ た っ て 

 

１．この報告書は、国民経済計算体系（2008SNA）に準じて内閣府経済社会総合研究所が

作成した「県民経済計算標準方式」に基づき、本市が推計した市民経済計算の結果を

掲載したものです。 

 

２．今回の推計にあたっては、使用する基礎資料の改訂や周期調査の公表、推計方法の

見直し等により、過去の数値も平成 23年度まで遡及して推計を行っておりますので、

令和元年度以前の数値を利用される場合も本報告書掲載の数値をご利用ください。 

 

３．この報告書で引用した国民経済計算の諸計数は、内閣府の「 2021（令和３）年度    

国民経済計算年次推計」に拠ります。 

 

４．2008SNA の準地域概念を導入し、一般政府に係る推計方法の変更を行っています。

これに伴い、本報告書の制度部門のうち一般政府（地方政府等）は、地理的に市内に

位置しているが本市が所管していない中央政府の地域事業所や県機関等を含まず、  

本市のみの経済活動が分かる推計方法となりました（参考資料(概念)で詳説）。 

 

５．統計表中の数値は、単位未満を四捨五入していますので、総数とその内訳の合計が

一致しない場合があります。 

 

６．統計表中の符号は次のとおりです。 

0.0 単位未満  △（－） 減少 

－  皆無   …  不詳または記入を要しないもの 

x 秘匿数値 

 

７．この報告書中の「対前年度増加率」「増加寄与度」は、次式により算出しています｡

このため「対前年度増加率」は、マイナスからプラスに転じた場合、マイナス幅が縮

小した場合はプラスで表示されます。 
 

  ① 対前年度増加率（％）＝
（今年度の計数−前年度の計数）

前年度の計数 �絶対値 �
× 100 

  ② 増 加 寄 与 度（％）＝
（今年度の当該計数−前年度の当該計数）

前年度の計数の合計
× 100 

 

８．この報告書についての問い合わせ等は下記までお願いします。 

福岡市総務企画局企画調整部統計調査課統計解析係  

〒810-8620 福岡市中央区天神一丁目８番１号 

 TEL 092-711-4081（直通） 

 FAX 092-711-4934 

福岡市ホームページ（https://www.city.fukuoka.lg.jp） 



  

 

１．令和２（2020）年度 福岡市民経済計算の概要 

 (1) 市民経済計算の概要 
 

 

市内総生産（生産側）名目値は、製造業の増加（244億円増、対前年度比9.7％増）により 

第２次産業が増加したものの、新型コロナウイルス感染症等の影響により、運輸・郵便業 

（1,704億円減、同比32.4％減）、卸売・小売業（1,355億円減、同比8.6％減）、宿泊・飲食サー

ビス業（916億円減、同比38.3％減）、など第３次産業が減少したため、対前年度比5.8％減の

７兆3,862億円となりました。物価変動の影響を取り除いた実質値は、対前年度比6.7％減の

７兆1,721億円となりました。 

   市民所得は、４兆8,127億円で、対前年度増加率は9.2％の減となっています（表１、図１）。 

 

 

 

平成30年度 令和元年度 2年度 30年度 元年度 2年度

億円 億円 億円 ％ ％ ％

福岡市 市内総生産（名目） 78,565 78,426 73,862 0.8 △0.2 △5.8 

市内総生産（実質:連鎖方式） 77,691 76,897 71,721 0.1 △1.0 △6.7 

市民所得 53,731 53,019 48,127 △0.7 △1.3 △9.2 

(参考)福岡県 県内総生産（名目） 200,394 198,937 188,869 0.5 △0.7 △5.1 

県内総生産（実質:連鎖方式） 199,235 196,840 185,030 0.3 △1.2 △6.0 

県民所得 146,821 145,610 135,049 △0.1 △0.8 △7.3 

(参考)国 国内総生産（名目） 5,565,705 5,568,363 5,375,615 0.2 0.0 △3.5 

国内総生産（実質:連鎖方式） 5,545,463 5,501,310 5,273,884 0.2 △0.8 △4.1 

国民所得 4,030,991 4,020,267 3,753,887 0.6 △0.3 △6.6 

資料：「令和２（2020）年度　県民経済・市町村民経済計算報告書(福岡県)」「2021（令和３）年度　国民経済計算年次推計」

対前年度増加率
項　　　　　目

実　　　数

表１ 市内総生産（名目・実質）と市民所得
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図１ 実質経済成長率（連鎖方式）の推移

福岡市 福岡県 国

資料：「令和２（2020）年度 県民経済・市町村民経済計算報告書(福岡県)」「2021（令和３）年度 国民経済計算年次推計」

令和２年度の福岡市の市内総生産（名目） ７兆３，８６２億円 

       〃         （実質） ７兆１，７２１億円 

       〃   経済成長率（名目）    △５．８％（国 △３．５％） 

       〃        （実質）    △６．７％（国 △４．１％） 
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(2) 市内総生産（生産側） 

 

   市内総生産とは、市内における経済活動によって１年間に生み出された付加価値の総額を

市場価格で表示したもので、産出額から中間投入額を引いたものです。 

   市内総生産（名目）は、７兆3,862億円で、対前年度増加率は5.8％減となりました。 

産業別に見ると、第１次産業は、50億円で対前年度増加率は17.0％減となりました。 

第２次産業は、6,698億円で対前年度増加率は0.8％増となりました。これは、製造業が増

加したことによるものです。 

第３次産業は、６兆6,564億円で対前年度増加率は6.5％減となりました。これは、運輸・

郵便業、卸売・小売業、宿泊・飲食サービス業等の減少によるものです（表２）。本市の経済構

造として、卸売・小売業をはじめとする第３次産業のシェアが全体の９割強を占めており、

国全体の構成比（令和２年73.1％）と比べても圧倒的に大きいという特徴があります。 

   また、市内総生産（実質：連鎖方式）は、７兆1,721億円で、対前年度増加率は6.7％減とな

りました。産業別に見ると、第１次産業は39億円で対前年度増加率は22.8％減、第２次産業

は6,492億円で対前年度増加率は0.3％減、第３次産業は６兆4,468億円で対前年度増加率は

7.6％減となっています（表３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度 2年度 元年度 2年度 元年度 2年度 元年度 2年度
百万円 百万円 ％ ％ ％ ％ ％ ％

　１．農林水産業 5,965 4,952 △ 7.4 △ 17.0 0.1 0.1 △ 0.0 △ 0.0
　２．鉱業 915 914 △ 0.3 △ 0.1 0.0 0.0 △ 0.0 △ 0.0
　３．製造業 253,000 277,441 3.8 9.7 3.2 3.8 0.1 0.3
　４．電気・ガス・水道・廃棄物処理業 180,830 166,806 △ 0.2 △ 7.8 2.3 2.3 △ 0.0 △ 0.2
　５．建設業 410,512 391,420 12.0 △ 4.7 5.2 5.3 0.6 △ 0.2
　６．卸売・小売業 1,573,381 1,437,868 △ 4.1 △ 8.6 20.1 19.5 △ 0.9 △ 1.7
　７．運輸・郵便業 525,352 354,906 △ 2.6 △ 32.4 6.7 4.8 △ 0.2 △ 2.2
　８．宿泊・飲食サービス業 239,511 147,867 △ 8.6 △ 38.3 3.1 2.0 △ 0.3 △ 1.2
　９．情報通信業 605,164 613,730 0.2 1.4 7.7 8.3 0.0 0.1
１０．金融・保険業 356,158 344,916 1.9 △ 3.2 4.5 4.7 0.1 △ 0.1
１１．不動産業 977,852 984,227 1.6 0.7 12.5 13.3 0.2 0.1
１２．専門・科学技術、業務支援サービス業 1,099,470 1,092,127 0.5 △ 0.7 14.0 14.8 0.1 △ 0.1
１３．公務 383,710 380,586 5.0 △ 0.8 4.9 5.2 0.2 △ 0.0
１４．教育 266,379 263,545 △ 0.6 △ 1.1 3.4 3.6 △ 0.0 △ 0.0
１５．保健衛生・社会事業 599,844 592,367 1.6 △ 1.2 7.6 8.0 0.1 △ 0.1
１６．その他サービス 313,044 277,428 △ 2.2 △ 11.4 4.0 3.8 △ 0.1 △ 0.5

第１次産業［1］ 5,965 4,952 △ 7.4 △ 17.0 0.1 0.1 △ 0.0 △ 0.0
第２次産業［2～3,5］ 664,426 669,774 8.7 0.8 8.5 9.1 0.7 0.1
第３次産業［4,6～16］ 7,120,695 6,656,374 △ 0.8 △ 6.5 90.8 90.1 △ 0.7 △ 5.9

 
１７．小計［1～16］ 7,791,087 7,331,100 △ 0.0 △ 5.9 99.3 99.3 △ 0.0 △ 5.9
１８．輸入品に課される税・関税 135,769 130,325 △ 1.4 △ 4.0 1.7 1.8 △ 0.0 △ 0.1
１９．(控除)総資本形成に係る消費税 84,254 75,257 10.6 △ 10.7 1.1 1.0 △ 0.1 0.1

２０．市内総生産［17+18-19］ 7,842,602 7,386,168 △ 0.2 △ 5.8 100.0 100.0 △ 0.2 △ 5.8

表２ 経済活動別市内総生産（名目）

項　　　　　目
増加寄与度構　成　比対前年度増加率実　　　数
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令和元年度 2年度 元年度 2年度 元年度 2年度 元年度 2年度
百万円 百万円 ％ ％ ％ ％

　１．農林水産業 5,094 3,934 △ 6.3 △ 22.8 △ 0.0 △ 0.0 117.1 125.9
　２．鉱業 910 883 △ 0.3 △ 2.9 △ 0.0 △ 0.0 100.6 103.5
　３．製造業 258,966 279,239 4.1 7.8 0.1 0.3 97.7 99.4
　４．電気・ガス・水道・廃棄物処理業 180,598 159,510 △ 1.1 △ 11.7 △ 0.0 △ 0.3 100.1 104.6
　５．建設業 391,212 370,548 9.1 △ 5.3 0.4 △ 0.3 104.9 105.6
　６．卸売・小売業 1,549,937 1,365,040 △ 5.5 △ 11.9 △ 1.2 △ 2.4 101.5 105.3
　７．運輸・郵便業 497,582 321,703 △ 4.9 △ 35.3 △ 0.3 △ 2.3 105.6 110.3
　８．宿泊・飲食サービス業 218,855 135,656 △ 11.7 △ 38.0 △ 0.4 △ 1.1 109.4 109.0
　９．情報通信業 612,968 621,545 0.0 1.4 0.0 0.1 98.7 98.7
１０．金融・保険業 358,624 364,012 1.0 1.5 0.0 0.1 99.3 94.8
１１．不動産業 972,703 972,829 1.6 0.0 0.2 0.0 100.5 101.2
１２．専門・科学技術、業務支援サービス業 1,044,771 1,028,622 △ 0.3 △ 1.5 △ 0.0 △ 0.2 105.2 106.2
１３．公務 374,326 375,315 4.3 0.3 0.2 0.0 102.5 101.4
１４．教育 262,768 260,600 △ 0.5 △ 0.8 △ 0.0 △ 0.0 101.4 101.1
１５．保健衛生・社会事業 594,844 585,412 1.7 △ 1.6 0.1 △ 0.1 100.8 101.2
１６．その他サービス 306,100 267,566 △ 3.0 △ 12.6 △ 0.1 △ 0.5 102.3 103.7

第１次産業［1］ 5,094 3,934 △ 6.3 △ 22.8 △ 0.0 △ 0.0 117.1 125.9
第２次産業［2～3,5］ 651,102 649,236 7.1 △ 0.3 0.6 △ 0.0 102.0 103.2
第３次産業［4,6～16］ 6,974,402 6,446,761 △ 1.7 △ 7.6 △ 1.5 △ 6.9 102.1 103.3

１７．小計［1～16］ 7,630,203 7,099,423 △ 1.0 △ 7.0 △ 1.0 △ 6.9 102.1 103.3
１８．輸入品に課される税・関税 135,588 129,875 △ 0.4 △ 4.2 △ 0.0 △ 0.1 100.1 100.3
１９．(控除)総資本形成に係る消費税 75,818 58,001 4.4 △ 23.5 △ 0.0 0.2 111.1 129.8

２０．市内総生産［17+18-19］ 7,689,718 7,172,117 △ 1.0 △ 6.7 △ 1.0 △ 6.7 102.0 103.0

２１．開差［20-（17+18-19）］ △ 254 820
注）連鎖方式では加法整合性（合計が内訳の和と一致すること）が成り立たないため、本表中において総数と内訳の和は一致しない。

表３　経済活動別市内総生産（実質及びデフレーター：連鎖方式）
デフレーター

(平成27暦年=100)項　　　　　目

市内総生産（実質：連鎖方式）（平成27暦年連鎖価格）

増加寄与度対前年度増加率実　　　数

【実質値の算出方法】 

 令和２年度の値を公表している国民経済計算や県民・市民経済計算においては、平成27暦年を

基準として物価変動を取り除いた値を実質値として公表しています。 

 実質値は、平成27暦年を参照年とし、この年を起点に常に前年を基準年として物価変動を算出

し、これを毎年度、鎖のようにつないで計算する「連鎖方式」により算出しています。 

この連鎖方式では、合計値も含めて項目ごとに異なる変動率を用いて隣接年度の値を算出し

ますので、各年度の各項目の和は、合計値自体を連鎖方式で算出した値とは一致しません（加法

整合性が成り立ちません）。その差分を開差として表示しています。 

実質値を求める方法として「固定基準年方式」というものもあり、ある特定の年を基準年とし

て固定し、その年の価格を基準に各年度を評価します。こちらは内訳項目の合計値と集計項目が

一致する加法整合性が成立しますが、基準年から離れるに従い、経済の実情からの乖離が大きく

なるというデメリットがあります。 

現在の市民経済計算では、平成23年基準から、生産系列も支出系列も連鎖方式で実質値を求め

ています。 
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令和元年度 2年度 元年度 2年度 元年度 2年度 元年度 2年度
百万円 百万円 ％ ％ ％ ％ ％ ％

　１．農林水産業 131,326 126,933 △ 18.5 △ 3.3 0.7 0.7 △ 0.1 △ 0.0
　２．鉱業 12,267 12,250 △ 0.3 △ 0.1 0.1 0.1 △ 0.0 △ 0.0
　３．製造業 2,932,224 2,888,362 △ 4.6 △ 1.5 14.7 15.3 △ 0.7 △ 0.2
　４．電気・ガス・水道・廃棄物処理業 616,416 568,641 0.9 △ 7.8 3.1 3.0 0.0 △ 0.2
　５．建設業 1,016,296 893,032 9.0 △ 12.1 5.1 4.7 0.4 △ 0.6
　６．卸売・小売業 2,609,533 2,409,532 △ 3.2 △ 7.7 13.1 12.8 △ 0.4 △ 1.0
　７．運輸・郵便業 1,325,669 1,040,121 1.3 △ 21.5 6.7 5.5 0.1 △ 1.4
　８．宿泊・飲食サービス業 504,862 315,907 △ 7.5 △ 37.4 2.5 1.7 △ 0.2 △ 0.9
　９．情報通信業 1,009,016 1,024,470 △ 1.7 1.5 5.1 5.4 △ 0.1 0.1
１０．金融・保険業 724,801 666,552 2.4 △ 8.0 3.6 3.5 0.1 △ 0.3
１１．不動産業 2,386,065 2,412,548 0.7 1.1 12.0 12.8 0.1 0.1
１２．専門・科学技術、業務支援サービス業 1,798,920 1,792,732 1.4 △ 0.3 9.0 9.5 0.1 △ 0.0
１３．公務 908,034 904,548 △ 0.6 △ 0.4 4.6 4.8 △ 0.0 △ 0.0
１４．教育 783,636 784,783 0.2 0.1 3.9 4.2 0.0 0.0
１５．保健衛生・社会事業 2,178,221 2,191,857 2.0 0.6 10.9 11.6 0.2 0.1
１６．その他サービス 852,622 762,685 △ 1.2 △ 10.5 4.3 4.0 △ 0.1 △ 0.5

第１次産業［1］ 131,326 126,933 △ 18.5 △ 3.3 0.7 0.7 △ 0.1 △ 0.0
第２次産業［2～3,5］ 3,960,787 3,793,644 △ 1.5 △ 4.2 19.9 20.1 △ 0.3 △ 0.8
第３次産業［4,6～16］ 15,697,795 14,874,377 △ 0.2 △ 5.2 78.9 78.8 △ 0.2 △ 4.1

１７．小計［1～16］ 19,789,908 18,794,954 △ 0.6 △ 5.0 99.5 99.5 △ 0.6 △ 5.0
１８．輸入品に課される税・関税 345,527 335,066 △ 1.8 △ 3.0 1.7 1.8 △ 0.0 △ 0.1
１９．(控除)総資本形成に係る消費税 241,783 243,091 6.1 0.5 1.2 1.3 △ 0.1 △ 0.0

２０．県内総生産［17+18-19］ 19,893,651 18,886,929 △ 0.7 △ 5.1 100.0 100.0 △ 0.7 △ 5.1

資料：令和２（2020）年度　県民経済・市町村民経済計算報告書（福岡県）

＜参考＞ 福岡県 経済活動別県内総生産（名目）

項　　　　　目
実　　　数 対前年度増加率 構　成　比 増加寄与度

令和元暦年 2暦年 元暦年 2暦年 元暦年 2暦年 元暦年 2暦年
億円 億円 ％ ％ ％ ％ ％ ％

　１．農林水産業 57,964 55,422 △ 0.3 △ 4.4 1.0 1.0 △ 0.0 △ 0.0
　２．鉱業 3,827 3,821 △ 0.3 △ 0.1 0.1 0.1 △ 0.0 △ 0.0
　３．製造業 1,128,329 1,078,186 △ 1.7 △ 4.4 20.2 20.0 △ 0.4 △ 0.9
　４．電気・ガス・水道・廃棄物処理業 170,515 172,891 4.7 1.4 3.1 3.2 0.1 0.0
　５．建設業 304,340 308,092 1.3 1.2 5.5 5.7 0.1 0.1
　６．卸売・小売業 693,245 687,305 △ 1.9 △ 0.9 12.4 12.7 △ 0.2 △ 0.1
　７．運輸・郵便業 299,095 227,547 1.2 △ 23.9 5.4 4.2 0.1 △ 1.3
　８．宿泊・飲食サービス業 138,366 89,497 △ 3.3 △ 35.3 2.5 1.7 △ 0.1 △ 0.9
　９．情報通信業 271,782 274,129 0.0 0.9 4.9 5.1 0.0 0.0
１０．金融・保険業 225,938 226,621 △ 0.6 0.3 4.0 4.2 △ 0.0 0.0
１１．不動産業 657,100 657,824 0.7 0.1 11.8 12.2 0.1 0.0
１２．専門・科学技術、業務支援サービス業 463,914 469,653 3.1 1.2 8.3 8.7 0.3 0.1
１３．公務 278,762 278,969 1.4 0.1 5.0 5.2 0.1 0.0
１４．教育 192,495 191,193 0.5 △ 0.7 3.5 3.5 0.0 △ 0.0
１５．保健衛生・社会事業 437,841 440,938 2.4 0.7 7.8 8.2 0.2 0.1
１６．その他サービス 226,066 201,732 1.6 △ 10.8 4.1 3.7 0.1 △ 0.4
１７．小計［1～16］ 5,549,578 5,363,821 0.2 △ 3.3 99.5 99.5 0.2 △ 3.3
１８．輸入品に課される税・関税 96,708 95,353 △ 1.2 △ 1.4 1.7 1.8 △ 0.0 △ 0.0
１９．(控除)総資本形成に係る消費税 71,628 77,390 4.6 8.0 1.3 1.4 △ 0.1 △ 0.1
２０．国内総生産（不突合を含まず）
　　［17+18-19］

5,574,657 5,381,785 0.2 △ 3.5 99.9 99.8 0.2 △ 3.5

２１．統計上の不突合 4,451 9,040 - - 0.1 0.2 0.1 0.1

２２．国内総生産 5,579,108 5,390,824 0.2 △ 3.4 100.0 100.0 0.2 △ 3.4

資料：2021（令和３）年度　国民経済計算年次推計

＜参考＞ 国 経済活動別国内総生産（名目）

項　　　　　目
実　　　数 対前年増加率 構　成　比 増加寄与度
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(3) 市民所得の分配 

 

   市民所得とは、市内居住者（企業を含む）が一定期間にたずさわった生産活動によって発

生した純付加価値の総額で、生産要素を提供した対価として市内居住者（企業を含む）に分

配されるもので、市民雇用者報酬、財産所得、企業所得で構成されます。 

 令和２年度の市民所得は４兆8,127億円で、対前年度増加率は9.2％減となりました。 

項目別では、市民雇用者報酬は３兆8,449億円で、対前年度増加率は0.6％減となりました。

財産所得（金融資産、土地及び無形資産を貸借する場合に発生する所得）の純受取額は3,157

億円で、対前年度増加率は0.3％減となりました。企業所得（企業会計でいう経常利益に近い

概念）は6,522億円で、対前年度増加率は41.7％減となりました（表４）。 

市民雇用者報酬を市民雇用者数で割った１人当たり市民雇用者報酬は484万円で、対前年度

増加率は2.3％減となっています（表５、図２）。 

 

 
 
 

 
 

 

令和元年度 2年度 元年度 2年度 元年度 2年度 元年度 2年度
百万円 百万円 ％ ％ ％ ％ ％ ％

１．市民雇用者報酬 3,867,088 3,844,861 1.7 △0.6 72.9 79.9 1.2 △ 0.4

 (１) 賃金・俸給 3,345,374 3,330,368 1.8 △0.4 63.1 69.2 1.1 △ 0.3

 (２) 雇主の社会負担 521,715 514,493 1.2 △1.4 9.8 10.7 0.1 △ 0.1

２．財産所得 (非企業部門) 316,734 315,698 △5.7 △0.3 6.0 6.6 △ 0.4 △ 0.0

　　　　ａ．受取 342,839 340,122 △5.3 △0.8 6.5 7.1 △ 0.4 △ 0.1

　　　　ｂ．支払 26,105 24,423 △1.2 △6.4 0.5 0.5 △ 0.0 △ 0.0

 (１) 一般政府（地方政府等） △ 6,456 △ 5,986 16.1 7.3 △ 0.1 △ 0.1 0.0 0.0

 (２) 家計 319,277 317,805 △5.8 △0.5 6.0 6.6 △ 0.4 △ 0.0

 (３) 対家計民間非営利団体 3,912 3,879 △9.6 △0.8 0.1 0.1 △ 0.0 △ 0.0

３．企業所得 1,118,031 652,165 △9.5 △41.7 21.1 13.6 △ 2.2 △ 8.8

 (１) 民間法人企業 725,321 276,264 △14.0 △61.9 13.7 5.7 △ 2.2 △ 8.5

 (２) 公的企業 56,945 30,861 12.7 △45.8 1.1 0.6 0.1 △ 0.5

 (３) 個人企業 335,765 345,040 △1.4 2.8 6.3 7.2 △ 0.1 0.2

４．市民所得（要素費用表示）[1+2+3] 5,301,853 4,812,724 △ 1.3 △ 9.2 100.0 100.0 △ 1.3 △ 9.2

表４　市民所得の分配

項　　　　　目
増加寄与度構　成　比対前年度増加率実　　　数

項　　　　　目 単位 平成23年度 24 25 26 27 28 29 30 令和元年度 2

 市民雇用者数 人 692,744 703,857 713,757 725,901 736,356 739,768 753,548 771,252 780,302 794,312

 １人当たり市民雇用者報酬 千円 4,828 4,696 4,774 4,879 4,694 4,807 4,911 4,930 4,956 4,840

 増加率 ％ … △2.7 1.6 2.2 △3.8 2.4 2.2 0.4 0.5 △2.3

表５　１人当たり市民雇用者報酬

１人当たり市(県・国)民雇用者報酬･･･市(県・国)民雇用者報酬を市(県・国)民雇用者数で除して算出したもの。

0

（千円）

4,828

4,696
4,774

4,879

4,694

4,807
4,911 4,930 4,956

4,840

4,535

4,423 4,402

4,512 4,532

4,618

4,723 4,730
4,828

4,764

4,470

4,464 4,468
4,525 4,553

4,598 4,622
4,686

4,727 4,696

4,000

4,250

4,500

4,750

5,000

5,250

H23 24 25 26 27 28 29 30 R1 2

図２ １人当たり市民雇用者報酬の推移

福岡市 福岡県 国

0

（千円）

年度
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(4) 市内総生産（支出側） 

 

市内総生産（支出側）は、市内総生産を最終生産物に対する支出の面で把握したもので、

最終消費支出、総資本形成、財貨・サービスの移出入（純）及び統計上の不突合により表示

したものです。 

市内総生産（名目）は、７兆3,862億円で、対前年度増加率は5.8％減となりました。項目別

に見ると、民間最終消費支出は３兆8,307億円で、対前年度増加率は4.1％減、地方政府等最

終消費支出（公共サービスへの支出）は7,169億円で、対前年度増加率は1.1％減、総資本形

成は１兆3,722億円で、対前年度増加率は17.2％減となりました（表６）。 

また、市内総生産（実質：連鎖方式）は７兆1,721億円で、対前年度増加率は6.7％減となり

ました。項目別に見ると、民間最終消費支出は３兆7,712億円で対前年度増加率は4.1％減、

地方政府等最終消費支出は7,177億円で対前年度増加率は0.2％減、総資本形成は１兆3,385億

円で対前年度増加率は17.4％減となっています（表７）。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

令和元年度 2年度 元年度 2年度 元年度 2年度 元年度 2年度
百万円 百万円 ％ ％ ％ ％ ％ ％

１．民間最終消費支出 3,993,006 3,830,742 1.1 △ 4.1 50.9 51.9 0.5 △ 2.1
 (１) 家計最終消費支出 3,884,173 3,712,415 1.0 △ 4.4 49.5 50.3 0.5 △ 2.2
　　ａ．食料・非アルコール 584,082 583,954 1.1 △ 0.0 7.4 7.9 0.1 △ 0.0
　　ｂ．アルコール飲料・たばこ 103,896 105,338 2.0 1.4 1.3 1.4 0.0 0.0
　　ｃ．被服・履物 140,827 131,169 △ 0.9 △ 6.9 1.8 1.8 △ 0.0 △ 0.1
　　ｄ．住居・電気・ガス・水道 954,844 963,920 0.9 1.0 12.2 13.1 0.1 0.1
　　ｅ．家具・家庭用機器・家事サービス 149,855 158,479 0.7 5.8 1.9 2.1 0.0 0.1
　　ｆ．保健・医療 124,576 128,116 0.5 2.8 1.6 1.7 0.0 0.0
　　ｇ．交通 334,671 272,582 △ 2.0 △ 18.6 4.3 3.7 △ 0.1 △ 0.8
　　ｈ．情報・通信 208,906 225,123 △ 0.9 7.8 2.7 3.0 △ 0.0 0.2
　　ｉ．娯楽・スポーツ・文化 259,553 245,994 1.1 △ 5.2 3.3 3.3 0.0 △ 0.2
　　ｊ．教育サービス 55,018 54,368 △ 0.4 △ 1.2 0.7 0.7 △ 0.0 △ 0.0
　　ｋ．外食・宿泊サービス 299,673 218,802 △ 2.3 △ 27.0 3.8 3.0 △ 0.1 △ 1.0
　　ｌ．保険・金融サービス 294,265 284,834 3.7 △ 3.2 3.8 3.9 0.1 △ 0.1
　　ｍ．個別ケア・社会保護・その他 374,009 339,736 6.4 △ 9.2 4.8 4.6 0.3 △ 0.4
 (２) 対家計民間非営利団体最終消費支出 108,834 118,326 6.0 8.7 1.4 1.6 0.1 0.1
２．地方政府等最終消費支出 724,853 716,943 3.3 △ 1.1 9.2 9.7 0.3 △ 0.1
３．総資本形成 1,656,685 1,372,154 6.1 △ 17.2 21.1 18.6 1.2 △ 3.6
 (１) 総固定資本形成 1,604,805 1,464,268 4.7 △ 8.8 20.5 19.8 0.9 △ 1.8
　　ａ．民間 1,294,017 1,191,536 4.1 △ 7.9 16.5 16.1 0.6 △ 1.3
　　ｂ．公的 310,788 272,732 7.3 △ 12.2 4.0 3.7 0.3 △ 0.5
 (２) 在庫変動 51,880 △ 92,114 … … 0.7 △ 1.2 0.3 △ 1.8
４. 財貨・サービスの移出入(純)・
    統計上の不突合

1,468,057 1,466,330 … … 18.7 19.9 △ 2.2 △ 0.0

 (１) 財貨・サービスの移出入（純） 1,122,306 976,996 △ 11.5 △ 12.9 14.3 13.2 △ 1.9 △ 1.9
 (２) 統計上の不突合 345,751 489,333 … … 4.4 6.6 △ 0.4 1.8

５．市内総生産（支出側）[1+2+3+4] 7,842,602 7,386,168 △ 0.2 △ 5.8 100.0 100.0 △ 0.2 △ 5.8

 (参考) 域外からの要素所得（純） △ 361,727 △ 414,140 △ 15.0 △ 14.5 △ 4.6 △ 5.6 △ 0.6 △ 0.7

　　　　市民総所得（市場価格表示） 7,480,874 6,972,028 △ 0.8 △ 6.8 95.4 94.4 △ 0.8 △ 6.5

項　　　　　目

表６　市内総生産（支出側）（名目）
増加寄与度構成比対前年度増加率実　　　数
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令和元年度 2年度 元年度 2年度 元年度 2年度 元年度 2年度
百万円 百万円 ％ ％ ％ ％

1. 民間最終消費支出 3,931,366 3,771,176 0.4 △ 4.1 0.2 △ 2.1 101.6 101.6
2. 地方政府等最終消費支出 719,101 717,660 2.9 △ 0.2 0.3 △ 0.0 100.8 99.9
3. 総資本形成 1,619,599 1,338,482 5.5 △ 17.4 1.1 △ 3.7 102.3 102.5
4. 財貨・サービスの移出入(純)・
   統計上の不突合・開差

1,419,652 1,344,798 … … △ 2.6 △ 1.0 … …

5. 市内総生産（支出側）[1+2+3+4] 7,689,718 7,172,117 △ 1.0 △ 6.7 △ 1.0 △ 6.7 102.0 103.0

表７　市内総生産（支出側）（実質及びデフレーター：連鎖方式）

項　　　　　目 実　　　数 対前年度増加率 増加寄与度

市内総生産（支出側）（実質：連鎖方式）（平成27暦年連鎖価格） デフレーター
(平成27暦年=100)
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私たちは様々な経済活動を行うことにより物やサービスを生産し、新たな価値（付加価値）を

生み出しています。市内総生産とは、市内の経済活動によって１年間に生み出された付加価値の

合計（生産系列）で、労働者や企業に賃金や利潤（所得）という形で分配され（分配系列）、分配

された所得はさらに家計による消費や企業による投資などに支出されます（支出系列）。このよう

な相互の関連を図示すると、下のようになります。 

 

 

 
 

（名目値）

11兆9,686億円

② 市内総生産（生産側） 固定資本減耗

（市場価格表示）

7兆3,862億円

③ 市 内 純 生 産 生産･輸入品に課される税(中央政府､地方政府)

（市場価格表示） (控除)補助金（中央政府、地方政府）

5兆8,503億円

④ 市 内 要 素 所 得

5兆2,269億円

域外からの要素所得(純)

⑤ 市 民 純 生 産

（要素費用表示）

4兆8,127億円

域外からの要素所得(純) 財産所得

⑥ 市 民 所 得

（要素費用表示）

4兆8,127億円

地方政府等最終消費支出

財貨・サービスの移出入（純）・

⑦ 市内総生産（支出側） 統計上の不突合

（市場価格表示）

7兆3,862億円

域外からの要素所得(純)

⑧ 市 民 総 所 得

（市場価格表示）

6兆9,720億円

注）各項目の枠は例示的に示したもので、枠の大きさと数値の大きさは相関していない。
　　四捨五入により各項目の計が総計と一致しないことがある。

7兆3,862億円 4兆5,825億円

＜参考＞　令和２年度　福岡市民経済計算の相互関連図

① 産 出 額 市内総生産（生産側）（市場価格表示）（ ② ） 中間投入額

市民純生産（要素費用表示）（＝⑥）

市内純生産（市場価格表示）（ ③ ）
1兆5,358億円

5兆8,503億円

市内純生産（要素費用表示）（ ＝④ ）

5兆2,269億円 6,235億円

市内雇用者報酬
営業余剰・
混合所得

4兆5,067億円 7,202億円

△4,141億円

1兆4,663億円

3兆8,307億円 1兆3,722億円

4兆8,127億円

△4,141億円 3,157億円

市民雇用者報酬 企業所得

3兆8,449億円 6,522億円

△4,141億円

市民総所得（市場価格表示）

6兆9,720億円

7,169億円

民間最終消費支出 総資本形成

生産系列 …… 商品やサービスなどの生産面から経済の流れを捉えたもの

分配系列 …… 賃金や企業の利潤などの分配面から経済の流れを捉えたもの

支出系列 …… 消費や投資などの支出面から経済の流れを捉えたもの
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＜参考＞  令和２年度　福岡市の経済循環図 （単位：億円）

（域外） （域内）

＝

※域外の地方政府含む

注）四捨五入により各項目の計が統計と一致しないことがある。

※ 財貨・サービスの移出入（純）、域外からの経常移転の受取（純）、域外からの要素所得（純）

（純）とは、市外・域外の受取から、市外・域外への支払を控除したもの。

財貨・サービスの移出入（純） ＝市外・域外への移出　－　市外・域外からの移入

域外からの経常移転の受取（純） ＝域外からの経常移転の受取　－　域外への経常移転の支払

域外からの要素所得（純） ＝域外からの要素所得の受取　－　域外への要素所得の支払

＝

市内産出額

119,686

中間投入

45,825

市内総生産

（生産側）

73,862
市内総生産

（支出側）

73,862

市内総資本形成

13,722

地方政府等

最終消費支出

7,169

民間最終消費支出

38,307

財貨･サービスの

移出入(純)※

9,770

統計上の不突合

4,893

市民貯蓄

3,655

市民可処分所得

49,131

市民所得
(第1次所得バランス)

49,010

市民純生産
(要素費用表示)

48,127

生産・輸入品に

課される税

(控除)補助金
(中央政府･地方政府)

6,235

市内

雇用者報酬

45,067

営業余剰･

混合所得

7,202

固定資本減耗

15,358

市内総生産

（分配側）

73,862

域外からの

経常移転の

受取(純)※

121

卸売・小売業
14,379
19.5%

専門・科学技術、

業務支援サービス業
10,921
14.8%

不動産業
9,842
13.3%

情報通信業
6,137
8.3%

保健衛生・社会事業
5,924
8.0%

建設業
3,914
5.3%

公務
3,806
5.2%

運輸・郵便業
3,549
4.8%

金融・保険業
3,449
4.7%

その他
11,940
16.2%

令和２年度

市内総生産
73,862

住居・電気・ガス・水道

9,639 26.0%

食料・非アルコール

5,840 15.7%

個別ケア･社会保護･その他

3,397 9.2%

保険・金融サービス

2,848 7.7%

交通

2,726 7.3%

娯楽・スポーツ・文化

2,460 6.6%

情報・通信

2,251 6.1%

外食・宿泊サービス

2,188 5.9%

家具・家庭用機器・

家事サービス

1,585 4.3%

被服・履物

1,312 3.5%

保健・医療

1,281 3.5%

アルコール飲料・たばこ

1,053 2.8%

教育サービス

544 1.5%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

民間最終消費支出のうち、

家計最終消費支出の構成

市民総所得
(市場価格表示)

69,720

域外からの

要素所得(純)※

△4,141

(中央政府)※

5,351

(地方政府)

883

市内純生産
(市場価格表示)

58,503

市内要素所得

52,269

9



10



11



12



13



14



15



16



17



18



19



20



21



22



23



24



25



26



27



28



29



30



31



32



33



34



35



36



37



38



39



Ⅰ 市民経済計算の概念 

１．国民経済計算と市民経済計算 

  私たちが生活している社会の中では、毎年さまざまな種類の財貨（モノ）・サービスが生産さ

れ、消費されています。私たちはその保有している労働や資本といった生産要素を提供するこ

とによって生産活動に参加し、その報酬として所得を得ており、その所得を用いて財貨・サー

ビスを購入・消費したり、将来の生産のために貯蓄や投資をしたりしています。 

  国民経済計算は、一定期間（通常は一年間）の国におけるこのような経済活動の循環と構造

を、生産・分配・支出の各面から発生主義の原則により整理して記録するもので、内閣府によ

り作成されています。作成は「国民経済計算体系」の枠組みの中で行われており、国際連合で

合意された最新の国際基準である2008SNA（System of National Accounts 2008 ）に準拠して

います。以下、国際基準である国民経済計算体系をSNA、それに準拠した日本の国民経済計算体

系をJSNA（Japanese SNA ）といい区別します。 

  市民経済計算は、このような国民経済計算の基本的な仕組みや考え方を市という行政区域に

適用し、市単位の経済活動の成果を事後的に計測するもので、本市経済の実態を明らかにする

総合的な経済指標として、本市の行財政・経済政策等に役立てることを目的に作成しています。

作成にあたっては、JSNAや他の政令指定都市及び都道府県との相互比較を可能とするため、   

内閣府が示す「県民経済計算標準方式」により行っています。 

 

２．三面等価の原則 

市民経済計算は、経済活動の成果として一年間に新たに生み出された付加価値を、生産・    

分配・支出の３つの側面からとらえています。 

財貨・サービスの生産活動から捉えたものが生産面（生産系列）、生産に携わった経済主体  

（人や企業など）に分配される賃金や利潤等の所得を捉えたものが分配面（分配系列）、分配さ

れた所得の消費や投資など、最終需要を捉えたものが支出面（支出系列）で、この三面からの

推計値は概念的に一致します。これを三面等価の原則といいます。 

 

３．市内概念と市民概念 

  市内の経済活動に従事する生産者は市民とは限らず、市民の経済活動の場が市内とは限らな

いため、推計の範囲を市内とするか市民とするか、２通りの概念があります。 

市内概念は、市という行政区内で発生する全ての経済取引を取引主体の居住地に関わりなく

把握するもの（属地主義）で、市民概念は、市内居住者の経済活動を地域に関わりなく把握す

るもの（属人主義）です。この場合の市内居住者とは、個人だけでなく法人企業や政府機関な

ど経済主体全般に適用されます。市内居住者の全ての所得を取り扱う市民所得（市民総所得）

は、市内生産から発生した市内所得（市内総生産）とは一致しません。 

市内概念と市民概念には、次のような関係があります。 
 

   市民総所得 ＝ 市内総生産（支出側） ＋ 域外からの所得（純） 

   （市民概念）    （市内概念） 
 

＜参考資料＞ 
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域外からの所得（純）は、市内居住者が市外及び域外での経済活動に従事して得た所得から、

市外居住者が市内での経済活動に従事して得た所得を差し引いて求めます。福岡市では域外か

らの所得（純）がマイナスとなり、市内総生産（支出側）の方が市民総所得より大きくなって

います。これは、福岡市外から福岡市内へ通勤している人の数が、その逆よりも多いためです。 

市民経済計算では、市内総生産（生産側及び支出側）は市内概念により、市民所得の分配、

市民総所得は市民概念により推計しています。 

 

４．市場価格表示と要素費用表示 

  付加価値額を表す場合に、市場価格表示と要素費用表示の２通りの方法があります。 

  市場価格表示とは、文字どおり市場で取引される価格による評価方法で、取引価格に内包さ

れる生産・輸入品に課される税（控除）補助金を含みます。 

要素費用表示とは、各財貨・サービスの生産のために必要とされる生産要素（労働、土地、

資本）に対して支払われた費用（雇用者報酬、営業余剰･混合所得、固定資本減耗）による評価

方法で、生産・輸入品に課される税（控除）補助金を含みません。 

  市場価格表示と要素費用表示には、次のような関係があります。 
 

    市内純生産（市場価格表示）＝ 

         市内純生産（要素費用表示）＋ 生産･輸入品に課される税（控除）補助金 
 

  市民経済計算では、市内総生産及び市民可処分所得は市場価格表示で、市民所得は市場価格

表示と要素費用表示の両方で評価されています。 
 

  ＜生産・輸入品に課される税（控除）補助金＞ 

  生産・輸入品に課される税は、生産物に課される税と生産に課されるその他の税に分けら

れ、具体的には、消費税、関税、固定資産税、印紙収入税等があります。現実の財貨・サー

ビスの取引価格に含まれるため、生産コストの一部を構成するものとみなされます。一方、

補助金は、市場生産者に支払われ、その経常費用を賄い、財貨・サービスの市場価格を低下

させると考えられる経常的交付金で、負の生産・輸入品に課される税として控除されます。 

 

５．総（グロス）概念と純（ネット）概念 

固定資本減耗とは、建物、構築物、機械設備、知的財産生産物等からなる固定資産について、

生産活動の過程での摩耗や損傷分（減価償却）、通常予想される事故や災害などによる損害分を

時価評価した額で、付加価値額の一部とみなされます。 

付加価値額を表す場合に、固定資本減耗を含むものを総（グロス）概念、含まないものを純

（ネット）概念と言い、次のような関係があります。 
 

      市内総生産（生産側） ＝ 市内純生産 ＋ 固定資本減耗 

 

６．名目と実質 

  市民経済計算の表示方法には、名目と実質の２通りの方法があります。 

  名目値は取引当時の価格で評価したもの、実質値は価格指数等を用いて名目値から物価変動
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の影響を取り除いたものをいい、実質的な伸びを見ることができます。実質値を算出するため

に用いられる価格指数をデフレーターといい、実質値を求める方法（実質化）には固定基準年

方式と連鎖方式の２通りの方法があります。 

○ 固定基準年方式 

    ある特定の年を基準年とし、その年の価格を基準として評価する方法です。 

    内訳項目の合計値と集計項目が一致する加法整合性が成立しますが、基準年から離れる

に従い、経済の実情からの乖離が大きくなるというデメリットがあります。 

○ 連鎖方式 

    指数算式において参照年（計算に用いるデフレーターが100となる年。現在は平成27暦年）

を起点とし、常に前年を基準として算出された値を毎年積み重ねて接続する方法です。   

参照年は概ね５年ごとに改定します。 

    固定基準年方式の持つデメリットはほぼ解消されますが、項目ごとに前年を基準とした

デフレーターを用いて実質値を算出するため、加法整合性が成立しないという性質があり、

この差分は「開差」として表示されます。 

    市民経済計算では、平成23年基準から、生産系列も支出系列も連鎖方式で実質値を求め

ています。 

 

７．帰属計算 

  経済計算の特有な概念であり、財貨・サービスの提供ないし享受に際して、実際には市場で

その対価の受払が行われなかったのにも関わらず、それがあたかも行われたかのようにみなし

て擬制的に取引計算を行うことをいいます。例えば、支出系列の家計最終消費支出には、自己

所有住宅を家賃評価した帰属家賃や、農家における農産物の自家消費などが含まれます。 
 

  ＜帰属家賃＞ 

   ある年には全ての人が持ち家に住み、次の年には全ての人が別の人の家を借りて住むと仮

定した場合、最初の年には家賃が発生せず、次の年には全ての家から家賃が発生することに

なり、経済計算は人々が受け取る実質的な所得の指標となり得ません。 

   このため、実際には家賃の支払いを伴わない持家に住んでいる人も、家賃の支払いをして

いるものと仮定し、その家賃を市中の平均家賃により評価計算したものが帰属家賃です。  持

ち家はいつでも貸家となり得るため、住宅所有者は住宅賃貸業を営んでいるものとみなしま

す。この帰属家賃には、社宅などの給与住宅等における実際の家賃と市場家賃との差額の評

価分（給与住宅差額家賃）も含まれています。 

   帰属家賃は、生産系列では不動産業に、分配系列では雇用者報酬と個人企業所得に、支出

系列では家計最終消費支出に記録されます。 
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Ⅱ 市民経済計算の内容 

１．勘定体系 

市民経済計算においてもっとも基本的な関係は、生産あるいは移輸入される財貨・サービス

は消費されるか、資本形成に使われるか、あるいは移輸出されるかということです。 

このような関係を、SNA では経常勘定、蓄積勘定及びバランスシートにより記録しますが、 

市民経済計算では、このうちの経常勘定について取り扱います。 

  (１) 経常勘定 

経常勘定は市内総生産勘定と所得支出勘定からなり、市内総生産勘定では、財貨・サービ

スを生産する活動が経済活動別に記録され、産出額から中間投入を差し引いて付加価値が得

られることが示されます。 

所得支出勘定では、付加価値からの第１次所得（雇用者報酬、生産・輸入品に課される税、

営業余剰・混合所得、財産所得）の配分、税・社会保障などによる再分配、最終消費支出及び

貯蓄が記録されます。 

(２) 取引記録の基準 

各勘定に取引を記録する時点について、市民経済計算では、SNAと同様に発生主義の原則を

とっています。発生主義では、実際にその取引が発生した時点において記録されます。生産

活動では財貨の生産やサービスの提供がされる時点、中間消費は原材料が使用される時点、

所有権の変更を伴う取引は変更が生じる時点で記録します。建設活動は、工事の進捗に応じ

て、工事の出来高を記録します。 

 

２．取引主体の分類 

市民経済計算では、経済の全体像を捉えるうえで、行動の原理が異なる個々の経済主体を同

質のグループに集約し、グループごとに勘定を作成します。異なる２つの観点から、制度部門

別分類と、経済活動別分類の２重分類をとっています。 

  (１) 制度部門別分類 

   所得の受取や処分、資金調達や資産運用についての意思決定を行う主体を制度単位として、

以下の５部門に分類しています。 

① 非金融法人企業 

全ての居住者のうち、非金融の市場生産に携わる法人企業、準法人企業（海外企業の国内

支店や国の特別会計の一部など）及び非営利団体が含まれます。政府による所有・支配の有

無に応じて、民間企業か公的企業に分かれます。 

② 金融機関 

    全ての居住者のうち、主要な活動が金融仲介業務及びそれを促進する業務である法人企

業及び準法人企業に加え、非金融法人企業と同様に、金融的性格を持つ市場生産（保険業

務など）に従事する非営利団体も含まれます。政府の所有・支配に応じて民間金融機関か

公的金融機関に分かれます。 
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③ 一般政府（地方政府等） 

    一般政府には、中央政府（国）、地方政府（県、市町村）と、公的年金等を取り扱う社会

保障基金が含まれます。また、政府により支配、資金提供され、非市場生産に携わる非営

利団体も含まれます。 

    今回の基準改正により、制度部門として「中央政府等」、「地方政府等」の新たな名称を

使用しています。「中央政府等」は中央政府と全国社会保障基金、「地方政府等」は地方政

府と地方社会保障基金です。 

    なお、政令市の「一般政府（地方政府等）」の場合、地理的に政令市に立地する以下の機

関は、政令市の制度区分「一般政府（地方政府等）」には含まれません。これらの機関は県

民経済計算と同様に準地域にあるとしています。 

ア．中央政府及びその地域事業所 

イ．全国社会保障基金の本部及び支部 

ウ．県及びその地域事業所 

エ．政令市が所管する以外の地方社会保障基金 

  ④ 家計（個人企業を含む） 

    生計を共にする全ての居住者である人々の小集団をさし、自営の個人企業（非法人企業）

も含まれます。なお、個人企業の中には、自営農家等のほか住宅の自己所有者（持ち家）

分も含まれ、不動産業（住宅賃貸業）を営むものとして記録します。 

⑤ 対家計民間非営利団体 

    政府によって支配、資金提供されているものを除き、家計に対して非市場の財貨・サー

ビスを提供する非営利団体で構成されます。具体的には、私立学校、政治団体、労働組合、

宗教団体などが含まれます。 

対家計民間非営利団体は、利益配分を行うことのできない非営利団体のうち、非市場生

産者かつ民間部門に属する機関から構成される制度部門と定義されますが、多数存在する

非営利団体の個々について、市場性等を判断するのは実務上困難です。そこで、日本標準

産業分類上、学校教育、宗教、労働団体等に属し、かつ経営組織形態が会社以外の法人又

は法人でない団体を対家計民間非営利団体と位置付けています。 

(２) 経済活動別分類 

   財貨・サービスの生産及び使用についての意思決定を行う主体を、「事業所」を単位として、

生産技術の同質性（「産業」）に着目して分類します。事業所とは、１つの場所である特定の

生産活動を行う企業あるいは企業の一部をいいます。 

経済活動別分類は、大きくは「農林水産業」、「鉱業」、「製造業」、「電気・ガス・水道・廃棄

物処理業」、「建設業」、「卸売・小売業」、「運輸・郵便業」、「宿泊・飲食サービス業」、「情報通

信業」、「金融・保険業」、「不動産業」、「専門・科学技術、業務支援サービス業」、「公務」、「教

育」、「保健衛生・社会事業」、「その他のサービス」からなり、大分類においては国際標準産

業分類（ISIC rev.4）と可能な限り整合的なものとなるよう設定されています。 

なお、制度部門のひとつである一般政府は、「公務（政府サービスの産出）」活動だけに限

らず、それ以外の産業として活動を行うこともあります（廃棄物処理業、教育など）。 
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＜市場生産者と非市場生産者＞ 

 経済活動別の事業所は、生産物を提供する価格が、経済的に意味のあるものか、無料ま

たは経済的に意味のないものかによって、市場生産者と非市場生産者にも分けられます。 

 経済的に意味のある価格か否かの判断は、原則として、売上高が生産費用の 50％を上回

っているか否かを基準とします。 

①  市場生産者 

    市場生産者とは、経済的に意味のある価格で生産物のほとんど又はすべてを販売する生産

者です。民間企業の事業所のほか、政府関係機関のうち公的企業として市場生産者に分類さ

れる事業所が含まれます。医療機関については、公立病院も含めて、全て市場生産者として

扱います（同一の社会保険診療報酬制度のもとで運営されているため）。また、企業のために

サービスを提供する非営利団体、個人企業及び自己所有住宅の家賃評価額（帰属家賃）等も

市場生産者に含まれます。 

②  非市場生産者 

非市場生産者とは、無料又は経済的に意味のない価格で供給される財貨・サービスを生産

する生産者です。一般政府と対家計民間非営利団体が含まれます。 

 

３．市民経済計算の勘定 

  (１) 統合勘定 

 統合勘定は、財貨・サービスの取引、第１次所得の配分・移転取引を、制度部門を統合し

て記録し、一定期間における市の経済活動の結果を総括したものです。本市では、以下の２

つの勘定について作成しています。 

① 市内総生産勘定（生産側及び支出側） 

市内における経済活動を総括する市内総生産を生産側と支出側から捉えるものです。 

勘定の生産側は、市内経済活動における付加価値を市場価格によって評価した市内総生産

で、構成項目は雇用者報酬、営業余剰・混合所得、固定資本減耗、生産・輸入品に課される税

及び（控除）補助金が示されます。 

勘定の支出側は、市内生産物に対する最終需要にかかる支出を市場価格によって評価した

市内総支出で、構成項目としては、民間最終消費支出及び政府最終消費支出（地方政府等に

限る。以下「地方政府等最終消費支出」という。）、市内総固定資本形成及び在庫変動、さら

に財貨・サービスの移出入（移出-移入）が示されています。 

市内総生産は生産側と支出側で理論上は同額となるべきものですが、実際の推計では、両

面の推計に用いられる基礎資料や推計方法が異なるため若干の不一致が生じます。この差額

は統計上の不突合として支出側に記録して、生産側と支出側をバランスさせています。 

② 市民可処分所得と使用勘定 

    この勘定では、域内で発生する第１次所得に、市外からの雇用者報酬の受取（純:受取-支払）

と域外からの財産所得の受取（純）並びに域外への生産・輸入品に課される税（中央政府、

政令市以外の地方政府）の支払及び域外からの補助金（中央政府、政令市以外の地方政府）

の受取を加算・減算することによって、市民概念の第１次所得バランスが定義されます。  
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さらに域外からの経常移転の受払（第２次分配）を加えることで市民可処分所得が決定します。 

使用勘定では、市民可処分所得が消費支出とバランス項目である貯蓄にどのように処分さ

れたかを表しています。 

  (２) 制度部門別所得支出勘定 

   この勘定では、５つの制度部門別に、所得（市民概念の第１次所得：第１次所得バランス）

の受取と使用を記録します。主要項目は以下の通りです。 

① 第１次所得の配分 

   雇用者報酬、営業余剰・混合所得、生産・輸入品に課される税（控除）補助金及び財産

所得が第１次所得として、制度部門別に配分されます。 

ア．市民雇用者報酬 

雇用者報酬は、生産活動から発生した付加価値のうち、労働を提供した雇用者への分

配額で、家計部門の受取にのみ記録されます。雇用者とは、生産活動に従事する就業者

のうち、個人事業主と無給の家族従業者を除く全ての者で、法人企業の役員、特別職の

公務員、議員等も含まれます。雇用者報酬は、現物給与（自社製品の支給、給与住宅差

額家賃等）を含む賃金・俸給と雇主の現実社会負担（社会保障基金や年金基金等への雇

主の負担金、退職一時金のうち発生主義の記録の対象となる部分）及び雇主の帰属社会

負担（発生主義での記録を行わない退職一時金や公務災害補償等）からなり、市外との

受払が調整されて市民概念となっています。 

イ．営業余剰・混合所得 

生産活動から発生した付加価値のうち、資本を提供した企業部門の貢献分で、企業の

経営資源に対する報酬といえます。非金融法人企業、金融機関及び家計（個人企業を含

む）の３部門にのみ記録されます。営業余剰は、法人企業部門（非金融法人企業と金融

機関）の取り分と、家計部門のうち持ち家分の取り分も含みます。混合所得は、家計の

うち個人企業の営業余剰に相当しますが、業主等の労働報酬的要素を含むことから営業

余剰とは区別されます。 

ウ．生産・輸入品に課される税(控除)補助金 

生産・輸入品に課される税は、財貨・サービスの生産、販売、購入または使用に関して

生産者に課される租税で、税法上損金算入が認められ、その負担が最終購入者へ転嫁さ

れるものを指します。現実の財貨・サービスの取引価格に含まれるため、生産コストの

一部を構成するものとみなされます。生産物に課される税と生産に課されるその他の税

に分けられ、消費税、関税、酒税、固定資産税、印紙収入税等があります。 

（控除）補助金は、一般政府から市場生産者に交付され、その経常費用を賄い、財貨・

サービスの市場価格を低下させると考えられる経常交付金です。一般政府の受取（控除

項目）のみに記録されます。 

エ．財産所得 

財産所得は、金融資産の所有者である制度単位が他の制度単位に対して資金を提供す

る見返りとして受け取る「投資所得（利子、法人企業の分配所得、その他の投資所得）」

と、土地等の所有者である制度単位が他の制度単位に対してこれを提供する見返りに受

け取る「賃貸料」からなります。財産所得の受払は、全ての制度部門に記録します。 

46



② 経常移転 

移転とは、ある制度単位が、財貨・サービスまたは資産を、見返りを受取ることなく一

方的に他の制度単位に対して供給する取引です。所得支出勘定では、現物社会移転を除く

経常移転が、以下の所得・富等に課される経常税、純社会負担、現物社会移転以外の社会

給付、その他の経常移転に分類されて記録されます。 

ア．所得・富等に課される経常税 

家計の所得に課される税、法人企業の利潤に課される税、保有する富(資産)に課され

る税で、課税期間ごとに定期的に課されるものです。それが所得から支払われるか生産

コストの一部とみなされるかによって、生産・輸入品に課される税とは区別されます。

非金融法人企業、金融機関及び家計部門の支払と、一般政府(地方政府等)部門の受取に

記録されます。 

イ．純社会負担、現物社会移転以外の社会給付 

社会負担は、社会保険制度から給付が支払われることに備えて、社会保険制度に対し

て支払う負担です。このうち、雇主がその雇用者のために行う負担は、「雇主の社会負担」

と言い、雇用者報酬に含まれます。支払はすべてが家計部門のみに記録される一方で、

受取は、公的社会保障制度に関するものは一般政府(社会保障基金)に、企業年金等の年

金基金に関するものは金融機関(年金基金)の受取に、また無基金の社会保険制度にかか

る負担（現実の支給額）については雇主部門（雇主と雇用者の関係がある家計以外の４

制度部門）に、それぞれ記録されます。 

社会給付は、病気、失業、退職、住宅、教育あるいは家族の経済的境遇のような一定の

出来事や状況から生じるニーズに対する備えとなることを意図して、家計に対して支払

われる経常移転です。このうち医療や介護に係る保険給付分といった現物の社会給付を

除いた部分が「現物社会移転以外の社会給付」として記録されます。家計部門の受取と、

非金融法人企業、金融機関、一般政府、対家計民間非営利団体部門の支払に記録されま

す。 

ウ．その他の経常移転 

非生命保険取引、一般政府内の経常移転、他に分類されない経常移転からなります。

他に分類されない経常移転には寄付金、負担金、家計間の仕送り・贈与金、罰金が含ま

れます。 

③ 最終消費支出と貯蓄 

最終消費とは、各制度単位が財貨・サービスを使い尽くす活動と定義される「消費」で、

家計、一般政府、対家計民間非営利団体の支払側に最終消費支出が記録され、全制度部門

についてバランス項目として貯蓄が定義されます。 

 

４．主要系列表 

主要系列表は、経済活動別市内総生産、市民所得及び市民可処分所得の分配、市内総生産（支

出側）からなります。 

(１) 経済活動別市内総生産（名目、実質、デフレーター） 

  経済活動別市内総生産は、一定期間内に市内の生産活動によって新たに創造された付加価
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値の額を、経済活動別に示したもので、名目値と連鎖方式による実質値を表示しています。

市内総生産（生産側）の実質値は、産出額と中間投入額をそれぞれ実質化し、その差から実

質値を推計するダブル・デフレーションで行います。 

  またデフレーターは、名目値と実質値の比率から事後的に算出されるインプリシット・デ

フレーターとして求められます。 

① 市内総生産 

市内総生産（粗付加価値）は産出額から中間投入（生産の過程で原材料、燃料、間接費

等として投入された財貨・サービス）を控除したもので、雇用者報酬、営業余剰・混合所

得、固定資本減耗、生産・輸入品に課される税（控除）補助金からなります。 

市内総生産に市外からの雇用者報酬及び域外からの財産所得の受取（純）を加えると、

市場価格表示の市民総所得が得られます。 

なお、金融業の産出額は、間接的に計測される金融仲介サービス（FISIM：financial 

intermediation services indirectly measured）を含むものとして記録しています。 

＜間接的に計測される金融仲介サービス：FISIM＞ 

 預金取扱機関のサービスの中には、借り手と貸し手に対して異なる利子率を適用すること

により、明示的には料金を課さずに提供されるものがあります。具体的には、預金取扱機関

に資金を貸す人々(預金者)には他の場合よりも低い利子率を支払い、資金を借りる人々には

より高い利子率を課すことで、利鞘という形でサービス料金を得る方法です。こうした預金

取扱機関による明示的には料金を課さないサービスの価額を、間接的な測定方法を用いて推

計したものが、FISIMです。FISIMは預金取扱機関で産出され、各経済主体で消費されます。 

② 輸入品に課される税・関税 

    関税、輸入品商品税からなり、輸入した事業所の所在地に記録します。経済活動別に配

分せずに一括計上します。 

③ （控除）総資本形成に係る消費税 

生産系列では、消費税額は事業者の販売する財・サービスの価格に含まれているため、 

産出額は消費税を含む「グロス」ベースで記録します。 

一方で、税法上、課税業者の資本形成に係る消費税分は、他の仕入れに係る消費税ととも

に、当該事業者が消費税を納入する時点で納税額から控除できる制度（仕入税額控除という）

が採られており、総資本形成（総固定資本形成、在庫変動）の額には消費税額は含まれてい

ないとみなすことができます。 

生産側から市内総生産を計測する際も、この総資本形成に係る消費税分について控除す

る必要がありますが、経済活動別にこの控除額を分割することは困難なため、一括して控除

処理を行っています。 

(２) 市民所得及び市民可処分所得の分配 

   市民所得及び市民可処分所得の分配は、市民（市内居住者）が一定期間にたずさわった生

産活動によって得た純付加価値額及び財産所得（第１次所得）を制度部門別に分配した上で、

経常移転（純）を加えて制度部門別の可処分所得を記録します。 

財産所得は、非企業部門については、受取及び支払が記録されます。企業部門については、

所得支出勘定の営業余剰・混合所得に財産所得の受取（純）を加えた企業所得が示されます。 

以上の財産所得と企業所得に雇用者報酬を加えた合計額が要素費用表示の市民所得で、こ
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れに生産・輸入品に課される税（控除）補助金（地方政府）が加算されて第１次所得バラン

スの市民所得となり、さらに経常移転の受取（純）が加えられて市民可処分所得となります。 

(３) 市内総生産（支出側）（名目、実質、デフレーター） 

   市内総生産は、最終生産物に対する支出の面でも把握することができます。JSNAに準じ、

最終消費支出、総資本形成、財貨・サービスの移出（入）が、種類別、支出主体別等の細目と

ともに表章されます。統計上の不突合は、財貨・サービスの移出（入）とともに示されます。 

名目値と実質値を表示しており、実質値は生産側と同じく連鎖方式によります。 

① 民間最終消費支出 

    家計最終消費支出と対家計民間非営利団体最終消費支出の合計です。 

家計最終消費支出は、居住者である家計（個人企業を除く）の消費財及びサービスに対

する支出です。現金支出を伴うもののほか、農家における農産物の自家消費、自己所有住

宅の家賃評価額（帰属家賃）等も含まれます。 

家計最終消費支出の内訳項目として、国際連合の個別消費の目的別分類(最新の基準と

なる COICOP2018)に準拠した 13目的分類別消費が示されます。 

対家計民間非営利団体最終消費支出は、対家計民間非営利サービス生産者の産出額から

財貨・サービスの販売と自己勘定による総固定資本形成を控除したものです。対家計民間

非営利団体の販売収入は一般的には生産コストをカバーし得えないため、その差額を自己

消費とみなし、対家計民間非営利団体最終消費支出として記録しています。 

② 地方政府等最終消費支出 

地方政府等が購入する財貨・サービスは、政府サービス生産のための中間投入として計

上されます。そのため、地方政府等の産出額から、他部門に販売した財貨・サービスの額

（公立高校の授業料等）と自己勘定による総固定資本形成（研究・開発）を控除したもの

に、現物社会移転（市場産出の購入）（社会保障による医療費・介護費の給付等）を加え

たものを政府が自己消費したものとして、政府最終消費支出に記録しています。 

③ 総資本形成 

法人企業（民間法人、公的企業）、一般政府、対家計民間非営利団体、家計（個人企業を

含む）の支出のうち消費とならないもので、総固定資本形成と在庫変動からなります。 

総固定資本形成は、新規に購入した有形又は無形の資産の取得で、住宅、住宅以外の    

建物・構築物、機械・設備、育成生物資源（種畜、乳牛、果樹等）、知的財産生産物、土地

改良（造成）を含みます。 

在庫変動は、企業及び一般政府が所有する原材料、仕掛品、製品等のある一定期間にお

ける数量変動を、その期間の市場価格で評価したものです。 

④ 財貨・サービスの移出入（純）・統計上の不突合 

財貨・サービスの移出入（純）は、財貨・サービスの海外及び域外との取引（移輸出－

移輸入）と、市内居住者と非居住者との間の直接購入（市内居住者による域外での消費－

非居住者による域内での消費）で構成されます。 

統計上の不突合は、市内総生産（生産側）と市内総生産（支出側）で推計方法や資料の

違いにより数値が異なることから、整合性を図るために設けているものです。 
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＜域外からの要素所得（純）＞ 

域外との所得の受払の差額であり、生産要素に対して支払われる雇用者報酬や財産所

得などが含まれます。参考として欄外に表章しています。 

 

５．付表 

  (１) 経済活動別、経済活動別市内総生産及び要素所得 

経済活動別に市内総生産の１次分配が示されます。市内で１年間に作られた財貨・サービ

スの合計額である産出額から中間投入（原材料、燃料費等）を除いたものが、市内総生産（生

産者価格表示）です。市内総生産から固定資本減耗を控除して生産者価格表示の市内純生産

が、さらに、生産・輸入品に課される税（控除）補助金を控除して、市内要素所得が得られま

す。市内要素所得は、雇用者報酬と営業余剰・混合所得に分配されます。 
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Ⅲ 基準改定とは 

国民経済計算における基準改定とは、「産業連関表」、「国勢調査」、「経済センサス（基礎調査、

活動調査）」等、約５年ごとに作成される大規模かつ詳細な基礎統計の最新版を取り込み、過去の

計数を再推計するものです。 

国民経済計算が 2020年（令和２年）12月に 2015年（平成 27年）基準改定を行ったことから、

市民経済計算も令和元年度推計から基準改定を行っており、主なものは以下の通りです。 

 

1. デフレーターの基準年(名目＝実質＝100とする年)を、平成 23暦年から平成 27暦年に変更 

 

2. 各種基礎統計に最新のものを反映（平成 27 年福岡市産業連関表、令和 2 年国勢調査など） 

・平成 27年（2015年）産業連関表で新たに反映された「改装・改修（リフォーム・リニュ

ーアル）」「分譲住宅の販売マージン」「非住宅不動産の売買手数料」を固定資本形成に計上 

 

3. 国際基準(2008SNA)への対応 

・2008SNAの「準地域概念」を導入し、一般政府を中央政府等と地方政府等に分け、中央政

府等はどの地域にも属さない域外（準地域）に位置するとの扱いに変更 

・「娯楽作品原本」を資本化 

 

 4.経済活動の適切な把握に向けた推計方法の改善 

・「住宅宿泊事業」を反映 

 

   ＜2008SNAの準地域概念を導入した中央政府の扱い変更＞ 

中央政府等の活動は一国全体に及び、その全てを地域に配分することはできないため、制度単位

としての中央政府等を、どの地域にも属さない「域外(準地域)」に位置付けることとなりました。

市内に立地する中央政府の地域事業所等は概念上の地域である「域外」に所在します。 同様に、地

方政府等のうち県機関等、活動が県全体に及び、その全てを市域に配分できないものは、地理的立

地が市内であっても域外に所在します。 

これに対し、本市の制度部門が所在する概念上の地域を「域内」と位置付けます。 

なお、制度部門における域内、域外概念に対し、地理的な区分を「市内」「市外」として使い分けます。 

  
 

うち政令市が所管する

社会保障基金

うち政令市

                        □…政令市における域内     ■…政令市における域外

市内

市外

　本市が管轄する市域の地理的範囲

　国内であって、本市が管轄する市域の地理的範囲外

一般政府

中央政府及びその地域事業所（本省庁、出先機関等）

全国社会保障基金及びその地域事業所（本部、支部等）

地方社会保障基金

都道府県、市町村

制度部門名にかかる新用語 対象機関制度部門名

中央政府

社会保障基金

地方政府

地理的区分

うち政令市等地方政府等

中央政府等
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